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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月4日(2018.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　がんを有する対象を処置に使用するための組成物であって、ここで該組成物がＤＷＧＰ
Ｋ（配列番号２）およびｄＷＧＰＫ（配列番号４）からなる群から選択されるアミノ酸配
列の環状ペプチドを有効成分として含む、前記組成物。
【請求項２】
　がんが、卵巣がんまたは黒色腫である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　炎症性疾患または障害を有する対象を処置に使用するための組成物であって、ここで該
組成物がＤＷＧＰＫ（配列番号２）およびｄＷＧＰＫ（配列番号４）からなる群から選択
されるアミノ酸配列の環状ペプチドを有効成分として含む前記組成物。
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【請求項４】
　炎症性疾患または障害が、関節リウマチ、加齢黄斑変性症（ＡＭＤ）、クローン病、乾
癬またはアテローム性動脈硬化症である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　炎症性疾患または障害が、クローン病である、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　ＤＷＧＰＫ（配列番号２）およびｄＷＧＰＫ（配列番号４）からなる群から選択される
環状ペプチド。
【請求項７】
　ペプチドが、ペグ化、グリコシル化、アセチル化、アミド化、およびリン酸化からなる
群から選択される１以上の修飾を含む、請求項６に記載のペプチド。
【請求項８】
　ペプチドが、血清半減期を増強するポリマーに連結される、請求項１、３または６のい
ずれか一項に記載の環状ペプチド。
【請求項９】
　ポリマーが、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアルコール、ポリアミノ酸、ジビニル
エーテル無水マレイン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）－メタクリルアミド、デキス
トラン、硫酸デキストラン、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチル化ポリオール
、ヘパリン、ヘパリン断片、多糖類、セルロース、メチルセルロース、カルボキシメチル
セルロース、デンプン、ポリアルキレングリコールおよびその誘導体、ポリアルキレング
リコールのコポリマーおよびその誘導体、ポリビニルエチルエーテルおよびα，βポリ（
２－ヒドロキシエチル）－ＤＬ－アスパルトアミドからなる群から選択される、請求項８
に記載のペプチド。
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